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１．はじめに 

 近年、地球温暖化やそれに付随する地球環境問題が

深刻な状況にある。 

 図 1にその年の平均気温と一般的な年の平均気温と

の差の変動を示す。1900年ごろから現在にかけて平均

気温が上昇していることが明らかである。 

 気温の上昇の影響で水の蒸発量が増えたことなどに

より、砂漠化が引き起こされている。文献 1)による

と、2017年には干ばつ地域は地球上の陸地の 40％以

上を占めており、砂漠化問題は喫緊の課題である。 

 このような背景により、砂漠化抑制のために地盤の

保水性を高める技術開発が必要である。土中水は主

に、蒸発等によって失われていく。そのため、蒸発等

による土中水の損失を最小化することで地盤の保水性

を高める技術開発が必要とされている。 

 著者らは土の浸透特性に着目して蒸発による土中水

の損失を抑えるような技術開発に取り組んでいる。そ

の中で覆土の厚さや種類に着目した研究が行われてお

り、覆土に下の地盤よりも粗い土を用い、覆土層の厚

さを薄くした場合に土中水の損失量が少なくなるとい

うことが分かっている 2)。しかし、最適な覆土の種類

や層厚はまだ判明していない。 

本研究では覆土の適用が蒸発と貯水量に及ぼす影

響、または効率を実験によって調査した。 

2. 試料および実験方法 

(1)試料 

 実験にあたって，試料は乾燥硅砂 6号（以後，K-6

と称する）を下の地盤に用い、K-6よりも粗い 4号

（K-4）を覆土に用いた。図 2、表 1はそれぞれ、使用

した試料の粒径加積曲線と基礎特性を示す。 

(2)実験方法 

図 3は実験装置の概要を示す。装置は、縦 70mm、横

70mm、高さ 500mm のカラムと給水バルブで構成さ

れている。また、センサーを図に示す位置に挿して 

 

図 1  平均気温の変動(IPCC, 2014) 

 

 

図 2 粒径加積曲線 

 

表 1 土の基礎特性 

 e ρd(g/cm3) D10 

K-6 0.752 1.502 0.20 

K-4 0.754 1.509 0.47 

 

 

いる。実験方法としては、カラムに K-6を 450mm、

その上に K-4を 50mm、50mm毎に締め固めて入れた

後、給水バルブを開き湿潤させ、その後空気を抜いて

飽和させて供試体を作成した。それをインキュベー

ター内に置いた天秤の上に設置し、天秤によって蒸

発量を決定し、センサーによって地盤内の含水比を

測定した。測定は 2分毎に行った。 
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3．結果 

図 4は K-6に対して覆土を用いていない時 3)と覆土

を用いた時の時間と蒸発量との関係を示す。図より、

初期の 1日間での蒸発量にはあまり差がないが、その

後は覆土を用いた時の方が、蒸発量が少なくなってい

ることが分かる。 

 図 5は覆土無し・あり、それぞれの時の蒸発過程と

飽和度分布の関係を示す。図より、1-3 日で覆土無し

では 14cmまで含水比が減少し、覆土ありでは覆土内

のみで含水比が減少した。また 3-8 日で覆土無しでは

21cmまで含水比の減少が進み、覆土ありの場合は覆土

は残留含水比になり、元地盤はほとんど含水比が変化

しなかった。   

これらの結果によって、蒸発による土中水の損失を

抑制するための土壌被覆の有効性を確認できた。 

4．まとめと今後の展望 

 カラムを用いた実験で蒸発量や含水比の推移を調べ、

覆土システムによる水の損失抑制効果についての検討

を行った。その結果覆土を用いることでその下部の地

盤からの土中水の蒸発を抑えられ、地盤の保水性を高

めることが可能であるということが示唆された。今後

は土の種類や覆土の層厚などを変えて実験を行い、蒸

発による土中水の損失を最小限に抑えることのできる

覆土システム開発を目指していきたい。 
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図 3 実験装置の概要 

 

 

図 4 時間と蒸発量の関係 

 

図 5 蒸発過程と飽和度分布 
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